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北海道に於けるりんご葉分析の結果について(第 1報l
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The results of leaf analysis of apple trees in Hokkaido. (1) 

By 

Eikichi SA W ADA 

Tutomu TAMURA 

Toshiro Y AKUW A 

Masaharu T AKAHASHI 

1.緒 百

果樹の栄養診断並びに施肥基準の決定は多年生木本

植物なるが為に極めて困難であって，従来の肥料試験

では一定の傾向を把握する迄に至らなかった。しかる

に 1933年米国の THORNTON氏によって薬分析法が

提唱されて以来，今日では各試験機関に於てこの方法

が採用されている。本法は一定時期の葉中成分を分析

定量することによってその栽培地域の立地条件に合致

した最適標準葉中成分含量を決定し，これに基いて各

経済果樹園について同時期に葉分析を行い，その栄養

状態を判断して理想的な施肥量を設定しようとするも

のである。吾国に於ても各種の果樹について試みら

れ， りんごについてもその栽培が産業的に重きをなし

ている各県に於て実施されつつあるのであるが，北海

道では今日迄全く行われていない。しかしこれを実施

し従来殆ど慣例に従って行われていたりんごの基準施

肥料を科学的に究明してこれを決定することは，吾国

りんご栽培の北限地であるだけに興味深いものがある

ばかりでなく，今後のりんご栽培指導の上からも，更

には本道のりんご栽培発展の為にも極めて重要な事柄

である。幸にして 1955年大学院拡充予算の配布を機

に北海道果樹協会の協力を得て Dr.LANGE Flame 

Photometer，平間式光電北色計及び附属分析装置一

式を設備することが出来た。斯くして 1956年北海道

本北大農学部園芸第1教室

農業改良課の御援助によって全道の代表的りんご栽培

地帯から試料を蒐集し分析を行った。北海道としては

最初の試みであり分析点数も経費の点から充分と迄は

行かなかったがとこに取まとめて第 1報とする次第で

ある。

本稿を草するに当り御協力を戴いた北海道農業改良

課，試料採集に御同行願った同課未永技師，分析試料

の処理及び分析に多大の助力を願勺た岩城昇氏，後志、

地方の試料採集に特に尽力願った北大余市果樹園の吉

田竜夫，三野義雄の両氏，北海道果樹協会，授業改良

相談所職員，各市町村の関係職員，試料を採集した各

果樹園の方々に厚く御干しを申し上げる。

尚試料の処理分析の細部に立つては青森りんご試験

場園芸化学科に負うところが多かった，銘記して深謝

の意を表する。

2.材料及び方法

く1) 分析試料の採集と処理

試料は全道のりんご栽培地帯に豆り，その地方を代

表すると思われる果樹園を選定して点数の許す限り万

遍なく採集した。各地方の品種別試料採集数は第1表

の通りである。

採莱の実際に当つては各品種共下記の規定に従って

行った。

1) 採葉樹の樹令，デリシャスを除き 20年生以上

(デリシャスは若木が多い為 15年生以上〉とした。
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第 1表各地方の品積別試料採集数

旭 事て玉
デリ
国光 計

シヤス

渡島・胆振地方 7 6 8 1 22 

後 J意地方 11 11 10 4 36 

石狩地方 8 12 3 3 26 

空知・上川地方 19 18 15 4 56 

留勝地方 3 3 3 。 9 
網走地方 6 6 5 2 19 

言十 54 56 44 14 168 

2) 品種毎に出来るだけ条件の一様な樹を 5本選定

し樹から 5~15 寸の新梢 10 本を選び中央部の葉

を1枚宛採集した。即ち 1品種合計 50枚採薬したこ

とになる。

3) 採菜は出来るだけ樹冠外側の受光良好な部分に

於て地上に立って手の届く高さ内で行った。

採集した菜は現地に於て直に2%酷酸液を用い葉の

両面を脱脂綿で軽く洗務し，清水で2回水洗後紙上に

拡げ中肋を除失l，2日間蔭乾して当教室宛発送され

た。

試料到着後は直に送風乾燥器に入れ 60~700C で再

乾燥し，砕粉機にかけて後宮市別して毛葺を除き，摺合

共口瓶に入れて保存し分析に供した。

く2) 分析方法

N:試料を 0.5gr.とり Semi-microKJELDAHL 

% 
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第 2図

?去により分析を行った。

!火イヒ :P，K は定量に先立って!ズ化してJ溶液としな

ければならないがそれは次の要領で行った。

乾燥試料を 2gr. とり 450~5000C の電気炉で灰化

し放冷後約 1ml.の蒸溜水で湿し，稀硝酸 (1:1.5) 

4ml.で溶解し，沸騰水中で 5分間加熱して混在する

ピロ燐酸塩を正燐酸塩に変化せしめる。これを滅過し

て 100ml.定容フラスコに受け熱水で洗糠し，後定容

としたものを P，K の試料溶液とした。

P:試料溶液を 5ml.とり溶液中の P含量が 1~3

PPM.になる様に稀釈して平間式光電北色計E型を用

い MoribdivanadophosphoricAcid法により定量し

た。(使用フィルター 372)

標準溶液には KH2PO.の稀釈淡を用いた。

K:P同様試料溶液ーを 5ml. とり 100 ml.定容と

して Dr.LANGE Flame Photometerを用い定量し

た。く使用フイノレター R68)

標準協夜には KCIの稀釈液を用いた。

3.分析結果並びに考察

く1) 品種別葉中成分合量の平均と分布範囲

第1，2，3図及び第2表に示した通りである。 即ち

Nに於ては旭と紅玉が平均値で約 2.7'}b，デリシャス

と国光が 3.0'}bで共によく似た分布状態を示し，旭，

紅玉はデリシャス，国光に比し 0.3'}bN含量が少い。

Pの含量は旭，紅玉はN同様極近似した値を示し平

均 0.17'}bで他2品種に比し含量が少く，これに次い

では国光であって，デリシャスは 0.21'}bで含量最大

旭
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分析結果とよく合致している。(旭は青森県に於げる

分析データーが少く比較出来なしつ

(2) 北海道に於げる地方別葉中成分含量

北海道のりんご栽培地帯は全道に跨って非常に広範

囲に亙るので道南と道北では気象的差が大きく，又土

質の差等による立地的条件にもかなり差異があるので

地方別に成分合量を比較して見たのが第 4，5，6図で

ある。

沢岡・回村・八鍬・高橋:北海道に於けるりんご葉分析に関する研究(第 1報〉

第 2表

旭

網走地方
(上四別町
隅走市)~ 
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地方別葉中 P合量第 5図
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である。

Kは紅玉が最低で平均約 1.1;i';， これに次いでは旭，

国光で共に1.2弘最大はデリシャスの1.4μ となっ

ている。

以上総括的に云い得ることは品種によって三成分の

築中含量に差があり 4品種中紅玉は三成分共最低を

示す。旭では N，P含量は紅玉と同様であるがK含

量は多く国光と類似している。デリシャスは N は国

光と同様であるが P，K に於ては 4品種中で最大を

示した。

これ等三成分含量の品種間差の傾向はデリシヤスと

国光の N 含量を除き(青森県の分析結果では国光の

N含量はデリシャスに北し大である〉青森県に於ける
渡鳥地方

(七甑村〉

渡鳥地方

(七飯村)

/¥/  

。〆
〆0

1.5 

% 
3.1 

田町

園

、

¥
江
川
¥

1.4 

集
中

K
含
量
(
乾
物
中
出
)

、
¥ 

¥‘¥国光

、、、4
ヂリシ h ス

葉

:，e 3.0 

骨
量

経

常 2.9
<:.; 
) 

1.3 

1.2 

品極別葉中成分合長の範囲と平均

N P K 

l 範囲!?ヤ0.14~0 山一切~1. 66
平均 271 0.17 1.24 

|範囲 12.50~3.2810.17~0.2510. 97~1. 78 
デリシヤスト一一一|一一一一 |一一一一一一|一一ー一一

平均 3.01 0.21 1.44 

玉!坦!竺竺!竺?竺(恒三空
l平均 2.75 0.17 1.12 

|範囲 12.65~3ω10.16~0.22!0. 96~1. 57 
光|一一一| ート← !一一一一

|平均 3.09 0.19 1.27 

玉紅

、、
、
、、、、
、、
、、、
、-
'
 

F
 

，
 
〆
〆
〆
〆
，，
 
〆
，
 
/
 

-
.、

-

2.8 

1.11 2.7 

地方別葉中 K合量第 6図
1.0 

Jul 

第 4図 地方別業中 N会主主

2.6 



50 北海道大学農学部紀要
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第 8図 青森県に於ける葉中 P合震との比較
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分析の初年度であり点数も少いので，分析を実施し

た圏が一市町村4園以上のもののみを選び一応平均値

を出して北較した。図に示されたところを見ると N，

Pに於ては品極によって地方的な変異が相当大きく一

定の傾向は見られない。 Kは北部にいくにつれて含量

が低下する傾向があり，渡島地方では欠之限界値以下

の園は見られないが，後志地方に至れば多少その例が

見られ，更に石狩，空知と北上するにつれて欠之例が

漸増している。これ等は更に 1957年に於て充分検討

する予定である。

く3) 青森県に於ける葉分析結果との比較

吾国では青森県がりんごの菜分析に関しては歴史も

古く従って分析点数も極めて多い。その上海を隔てて

いるとはいえ北海道とは極近距離にあるので，同県の

1954年の分析結果中デリシャス，紅玉，国光，の 3品

種について比較対照して考察して見ることにした。第

7，8，9図参照

N， N は岡県に北し何れの品種もかなり含量が少

く平均値で大凡デリシャスは 0.3;1;;， 紅玉，国光は

0.4%低下している。しかしこれは立地条件から見て

本道は生育期間が短かく，旦日照，気温共に青森県に

比し劣る。従って着色，熟期，耐寒性等の点から見て

最適標準葉中 N含量を岡県と同一視することはむし

ろ危険性があるのであって，或程度低いところにその

標準を置く可きではないかと考えられる。

P， これも国光を除き青森県に北し平均含量は低い

けれども 3品極共分析を行った果樹園で同県の示す欠

之限界値以下のものは 1園もなかった。従って北海道

に於ては今後欠乏限界値に近い極少数の圏を除き P肥

料には余り意を用いる必要のないことがうかがわれ

る。

K， Kの含量はN同様伺の品種も青森県に北し低

下している。即ち平均値で 3品麓共約0.3%少く，欠

乏限界値以下の闘が非常に多く紅玉.国光では約その

半数に達している。これは北海道のりんご栽培が従来

加里肥料に余り重きを置かなかった所作とも受け取れ

るのである。 KはN と異り本道なればこそ一層肥料

としての重要性を強調せねばならぬと忠われるのであ

って，青森県の示している最適標準値デリシャス

1. 7;1b，紅玉 1.4?;;，国光1.6?;;に近づける様に努力

を払う必要があろう。

以上 2~3 の点について分析結果を示し考祭して見

たのであるが年間の結果だけでは何れも即断は下

し得ないのであって今後の研究に侯ちたい。

摘 要

1956年 7月下旬から 8月上旬にかけて北海道の代

表的りんご栽培地帯から蒐集した旭日，紅玉 56，デ

リシャス 44，国光 14計 168点の試料について葉分

析を行った。分析は， N は Semi-microKJELDAHL 

法により Pは平間式光電北色計を用し、， Kは Dr.

LANGEの FlamPhotometerを用いて行った。

その結果を要約すれば次の如くであるであった。

1. 薬中成分合量の範囲と平均は乾物重%で

旭は N 2.40~3.04 (平均 2.71)，

P 0.14~0.21 (平均 0.17)，

K 0.97~ 1. 66 (平均1.24)

テ、リシヤスは N 2.50~3.28 (平均 3.01)，

P 0.17~0.25 (平均 0.21)，

K 0.97~1. 78 (平均 1.44)

紅玉は N 2.46~3.17 (平均 2.75)，

P 0.14~0.22 (平均 0.17)，

K 0.80~ 1. 47 (平均 1.12)

国光tま

であった。

N 2.65~3 .49 (平均 3.09)，

P 0.16~0.22 (平均 0.19)，

K O.96~ 1. 57 (平均1.27)

2. 北海道の地方別業中成分含量は N，Pでは差異

が認められず。 Kは北部の地帯程その含量が減少す

る傾向を示した。

3. デリシャス，紅玉，国光について青森県の菜分

析結果(1954年青森りんご試のデーター〉と北較した

結果 N，K は青森より平均値で 0.3~0 .4μ 低かっ

た。 Pは国光は青森と類似し，デリシャス，紅玉は青

森より平均値では低下しているが3品撞共青森の示す

欠之限界値以下の園はなかった。
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Summary 

In 1956， a leaf analysis survey was made as 

¥Va 叩 yi M仙則CI加n凶t仙 D臥加eli出1

the自rstattmpt of its kind in Hokkaido by 

Horticultural Laboratory， Hokkaido Univer-

sity. During late July and early August in 

1956， a total of 168 leaf samples of McIntosh， 
Delicious， Jonathan and Rolls Janet were 
collected from leading commercial apple 

orchards and their chemical composition (N， 
P， K) was determined. Total nitrogen was 
determined by the semi幽micro method of 

KJELDAHL. The determination of phosphorus 

and potassium were made by a Molibdivanado崎

phosphoric Acid Method using Hiramas 

Electro Photo Calorimeter， and by Lange 
Flame Photometer. The results of the survey 

are summarized as follows: 

く1) The contents of nitrogen， phosphorus 
and potassium in the leaves of the four 

varities are as follows (dry matter per cent). 

(2) No consistent trend was noted in the 

〕¥(54  s凶amples心) (併44s回amplees心) (56 sampμles心) (14 sarr叩 les心

Con-¥ 
stituents¥I Range I A verage I Range I A verage I Range I A verage I Range I A verage 

N 
2.40- I 2. 50- I 2.46ー 2.65-

1二二4_1二ご j竺 I_~竺J~人日空日三空と1~3.。人
P 0.14- I ~ <~ I 0.17- I A A< 0.14一 0.16-

I~竺 I 0.17 I 0竺-1-0 ・~21_J_O三三J--~~土 1 0.22 1_0空L
K 0.97- 0.97- I <"  0.80- I < <A  I 0.96ー
I 1.66 Iモ24 I 1. 78 I 1.44 I 1.47 I 1.12 I 1.57 I 1.27 

nitrogen and phosphorus content of apple 

leaves in Northern regions as compared with 

Southern regions. Potassium content in the 

apple leaves grown in Northern regions were 

lower than that of the South. 

くの The authors compared the chemical 
composition of Delicious， Jonathan and Rolls 

Janet in Hokkaido against a survey made in 

the Aomori Prefecture (data of Aomori Apple 

Experiment Station， in 1954). It was found 

that nitrogen and potassium content in the 

leaves of the three varities were lowerくaverage
0.3-0.4 per cent) than that in Aomori. 

No consistent trend was noted in the phos-

phorus content of Rolls Janet. However， it 
was revealed that the phosphorus content in 

the leaves of the three varities in Hokkaido 

were higher than the critical level in Aomori. 


